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胃がん内視鏡検診について 

 

１ 胃がん内視鏡検診実施について 

 （１）導入経過 

    胃内視鏡検診については、かねてより住民の要望も多くあったが、市内で検診可能

な医療機関における受入可能数より検診対象者数が多く、市の単独実施は難しい

状況であった。令和５年度より京都府胃がん管外受診制度を利用した検診の導入

準備を行い、令和７年度より実施することとなった。 

（２）対象者 

５０歳以上年度末偶数年齢の方 

総合がん検診における胃部 X 線検査（バリウム）との重複受診は不可 

（３）受診間隔 

２年に 1 回（国の指針に基づいて実施） 

 （４）検診実施期間 

令和７年６月２日（月）から令和７年１２月３１日（水）まで 

（相楽医師会と協議の上決定） 

 （５）検診申込期間 

    令和７年２月３日（月）から２月１４日（金）まで 

（総合がん検診申込と同時に受付し、申込者に対し受診券を送付） 

（６）自己負担金 

３，０００円 

※費用免除者は、総合がん検診と同様 

・７０歳以上の方（今年度は令和７年４月１日に７０歳以上に達する方） 

・生活保護世帯、市町村民税非課税世帯の方 

・福祉医療受給者証、各種手帳（身体、精神、療育）所持の方 

 

２ 京都府管外受診制度について 

 （１）制度 

    ・実施主体は市町村であり、市町村が京都府医師会と業務委託契約を締結する 

    ・京都府医師会の認定実施医療機関にて実施され、認定二次読影医が画像点検と診 

断の妥当性について審査し、その結果を参考に内視鏡施行医が判定を行う。 

 



 （２）山城南圏域で制度に参加する医療機関 

    ・京都山城総合医療センター 

    ・岡田医院 

    ・くろだクリニック 

    ・松森内科医院 

    ・小堤医院 

    ・学研都市病院 

    ※受診する医療機関については、制度に参加している京都府全域の認定実施医療

機関から、住民が選択することができる。 

 

３ 令和 7 年度状況（７月時点） 

 申込者数 受診者数 

胃部 X 線検査（集団

がん検診バリウム） 

２，７６９名 ２，０７７名（確定） 

申込受診率７５．０％ 

胃内視鏡検査 １，４０６名 6 月開始のため集計中 

申 込 率：８．５％（申込者／対象者（４８，８６３人）） 

申込前年度比：０．６％↑ 

 

 


